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トイレの家　石井大五

天井や壁のスリットから
差し込む光が迷路のよう
に入り組む島の路地を連
想させるアートトイレ

イリコ庵
みかんぐみ＋明治大学学生

いりこ加工で使うせいろや島の
石垣、瓦などを使用して建築し
た「島の小さな集会所」

　開館時間　午前９時20分～午後４時30分
　休業日　　10月19日
　料金　　　３００円
※秋会期のみ公開作品

休業日　　無休
料金　　　無料

詳しくは公式ホーム
ページを確認してく
ださい

　島のおいしい郷土料理や家庭料理を詰め込みました。魚はもちろ
ん伊吹島の漁師さんが捕ったもの。素朴で温かいお弁当を召し上がれ。

伊吹島や観音寺港周辺でイベントを開催予定です。

島のお母さんたちと笠田高校の生徒が協力

伊吹島で作品を鑑賞する際の注意

うららの伊吹島弁当

イベント情報

島内アート作品 瀬戸内国際芸術祭2022
秋会期

　９月29日　  から　
　11月６日　  まで！

秋
は
伊
吹
島
へ
ア
ー
ト
作
品
か
ら
島
の
歴
史
や
文
化
を
感
じ
取
ろ
う

・感染対策と鑑賞マナーを守りましょう
・体温が37.5度以上の人、風邪などの症状があ

る人は作品会場への入場ができません
・検温スポットで検温・体調確認をしてリスト

バンドをもらってください。作品会場の入場
時にリストバンドを提示してください

メニュー
ふき大根、小魚のきんぴら、イリコ・野菜の天ぷら、
イリコ飯、酢の物、煮豆、サラダ、うどん粉餅（予定）

場所　旧伊吹小学校給食センター
料金　１, ２００円
注意　水曜日は休業、10人以上は要予約
問い合わせ先　
　　　うららの台所　☎０７０−１００７−３５２９

高松城鉄砲隊演武
　高松城鉄砲隊による火縄銃を使った演武
日時　10月１日(土)午後２時～
場所　旧伊吹小学校グラウンド　

うらとわれのコンサート＝藍の海より愛を込めて＝
日時　10月２日(日)午後２時～
場所　旧伊吹小学校２階音楽室
出演　地元声楽グループたんぽぽ
　　　田所　敦氏（口笛世界一奏者）

お茶会
　地元高校生と島民によるお茶会
日時　10月23日(日)、29日(土)
　　　11月５日(土)
　　　午後１時～
場所　イリコ庵（島内作品）

島内イベント問い合わせ先
　商工観光課　☎２３−３９３３

よるしるべ２０２２
　陶芸作品のあかりや竹あかりなどを道しるべ
に夜のまち歩きを行います。
日時　10月28日(金) ～ 10月30日(日)
　　　11月３日(木・祝) ～ 11月５日(土)
　　　午後６時～午後９時
場所　観音寺港周辺中心市街地

<よるしるべ２０２２ガイドツアー >
日時　10月29日(土)・30日(日)
　　　11月４日(金)・５日(土)
　　　午後６時45分集合（午後７時出発)
集合場所　ハイスタッフホール
料金　１, ０００円
　　　（保険料等含む）
定員　各日20人
申し込み・問い合わせ先
　観音寺市観光協会
　☎２４−２１５０

・坂道が多いため、歩きやすい靴で行きましょう
・お釣りのないよう小銭の準備をしましょう
　一部有料作品（３００円）があります
・ごみはできるだけ持ち帰りましょう

体調が悪いときは来島を控えてください

ものがみる夢　アレクサンドラ・
コヴァレヴァ＆佐藤敬/ＫＡＳＡ
かつて伊吹島の暮らしを支えていた
民具や道具に思いを寄せた作品を２
つの教室に展示する

Photo：Keizo KiokuPhoto：Keizo Kioku
伊吹の樹
栗林隆

伊吹産院（出部屋）跡地に
設置された「生命の樹」

パサング　メラ・ヤルスマ＋ニ
ンディティヨ・アディプルノモ
漁船や島の歴史資料から着想を得
た小屋のオブジェ

浜辺の歌
マナル・アルドワイヤン

サウジアラビアと日本における
海と女性の関係性を作品で表現
する

レクイエム
ジョアン・カポーテ

釣り針を素材に描かれたダイ
ナミックな風景画を高台から
海を臨む古民家に展示する

つながる海
ゲゲルボヨ

約１００年前に設置され
た旧郵便局に展開するイ
ンスタレーション作品

屋内展示作品

屋外展示作品

木
日
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催し・展示名 日　　　時 場　　　　所

芸能

謡曲と舞・囃子の会 10月30日(日）午後１時～午後３時 働く婦人の家　２階
第２・第３講習室

合同芸能祭 11月３日(木・祝)午前９時30分～午後５時 ハイスタッフホール
大ホール

豊浜芸能発表会 11月６日(日)正午～午後５時 豊浜中央公民館
大野原芸能祭 11月13日(日)正午～午後４時 大野原会館

文芸 短歌大会 11月３日(木・祝)午後１時～午後５時 中央図書館
多目的ホール

俳句会 11月３日(木・祝)投句３句選・締め切り  午後１時30分 興昌寺

茶会
お茶席（大野原茶道クラブ）

お茶会（観音寺官休庵） 11月13日(日)午前10時～午後３時 働く婦人の家　２階
第２・第３講習室

作
品
展
示
な
ど

大野原文化展 作品展 10月21日(金) ～ 23日(日)
午前９時～午後５時　※最終日は午後２時まで

大野原農業者
トレーニングセンター

囲碁 10月22日(土)午前９時～午後５時（内容変更あり） 大野原中央公民館

豊浜文化祭 作品展 10月28日(金) ～ 30日(日)
午前９時～午後５時　※最終日は午後２時まで

豊浜中央公民館、
豊浜福祉会館、
豊浜ふれあい会館、
豊浜公会堂

囲碁・麻雀

観音寺文化祭 作品展
華道展

陶芸・てん刻・押し花・革工芸・墨絵
小品盆栽・洋画・書道・華道・写真
11月１日(火) ～３日(木・祝)
午前９時～午後５時　※最終日は午後３時まで

ハイスタッフホール
多目的ホール　など

　スマートフォンをうまく使いこなせていない人、
購入したが使い方が分からない人向けに、電話の
かけ方やインターネット、カメラ、アプリの使い
方など基本的な操作をお伝えします。
　ぜひ気軽に参加してください。
<スマホ活用講座>

　　　　　　　※新型コロナウイルス感染拡大の状況により、開催中止の可能性もあります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先　観音寺市中央公民館　☎２３－３９４４

月日 時 場所
10月20日(木) 午前10時～ 大野原中央公民館

10月20日(木) 午後１時～
午後２時30分～ 豊浜福祉会館

10月27日(木)
11月18日(金)

午前10時30分～
午後１時～
午後２時30分～

観音寺中央公民館

11月25日(金) 午後３時～ 観音寺東公民館

11月25日(金) 午前９時30分～
午前11時～ 伊吹公民館

　認知症などで徘徊の心配がある高齢者が行方不明
になったとき、早期発見や事故の未然防止ができる
よう、観音寺市認知症高齢者等徘徊ＳＯＳネットワ
ーク事業において、「反射ステッカー」を配布して
います。ステッカーの配布には、徘徊の心配がある
人の情報の事前登録が必要です。登録内容は、緊急
時に備え、観音寺警察署と共有します。
●対象　市内在住で、認知症などで外出時に道に迷

うおそれがある高齢者
●申請方法　

申請書に写真２枚（顔がよく分かるものと、全身
が確認できるものを各１枚）を添えて、提出して
ください。

●日曜日にマイナンバーカードの申請ができます
　市役所１階の市民課窓口を、マイナンバーカード関係業務に限り、開庁します。
日時　10月30日(日)午前８時30分～午後５時
注意　取り扱い業務や持参物など、詳しくは市ホームページを確認してください。

●マイナンバーカード、受け取っていますか？
　マイナンバーカードの申請はしたけど受け取っていない人は、市民課窓口までお越しください。
受け取りの際に、マイナポイントの申し込みなどの手続きも可能です。
日時　平日午前８時30分～午後５時15分
　　※臨時開庁実施日は10月30日(日)午前８時30分～午後５時
注意　持参物など詳しくは問い合わせてください。
問い合わせ先　市民課　☎２３−３９２４

問い合わせ先　高齢介護課 高齢者福祉係　☎２３－３９６８　Ⓕ２３－３９９３
　　　　　　　観音寺警察署 生活安全課　☎２５－０１１０

●ステッカー

１人につき20枚配布します。登録者が普段
履いている靴などに貼ってください。
つえなどいつも持ち歩いているものに貼っていた
だいてもかまいません。

※各回30分～１時間。12月以降も実施予定

第17回 観音寺市民文化祭

スマートフォンの使い方が学べます

市役所からのお知らせ

徘
はいかい

徊の心配がある高齢者に反射ステッカーを配布しています

お出かけついでに
マイナンバーカードつくりませんか

ステッカーを貼った靴などを履いた高齢者を
見かけたら、声掛けをお願いします。

登録者が行方不明になったら

●夜間、早朝などに一人でいる
●道端に座り込んでいる
●赤信号でも横断しようとする、車道を歩いてい

るなど、危険な行動がみられる　など

　観音寺警察署に捜索願を提出してください。
また、本人の特徴の一つとして、ステッカーを
貼っていることと、ステッカーの番号を伝えて
ください。
　登録者が身元不明で保護された場合は、ステ
ッカー番号をもとに登録連絡先に連絡します。

●対象　スマートフォンを持っている市内在住の人
●人数　各回８人(先着順)　
●料金　無料
●申し込み
　㈱モバイルコム　☎０８９−９８９−７００３
　平日午前10時～午後５時30分
　開催日前日の正午まで申し込み可能
問い合わせ先　企画課　☎２３−３９１７

中止

中止
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　新型コロナウイルス感染症のオミクロン株に対応したワクチンを使用した追加
接種を実施します。以下は９月12日時点の情報です。今後の国の検討状況などに
より変更する可能性がありますのでご注意ください。

●使用するワクチン
　オミクロン株（BA.1）と従来株に対応した２価ワクチン（ファイザー社、モデルナ社）

●接種対象者
　初回接種（１・２回目接種）を完了した12歳以上の全ての市民を対象に実施することが想定
されています。
※初回接種者は今後も従来ワクチンでの接種となります。

●接種の開始時期と接種間隔
　10月中旬以降に実施予定ですが、接種開始時期の詳細や接種間隔は現時点では未定です。
※薬事承認されれば、９月中旬以降に順次ワクチンが配送される見込みです。
※新型コロナウイルス感染症に係る臨時接種実施期間は９月30日までとなっていますが、実施期

間を延長する方向で国が調整しています。

●接種券の発送時期

※３回目または４回目の接種券を持っていてまだ接種していない人には、新たに接種券を発送しませんの
でお持ちの接種券を使用してください。紛失等で手元にない人は、接種券の再発行申請をしてください。

対象者 接種券発送時期
令和４年５月に２回目接種が完了した12歳以上の人
令和４年５月に３回目接種が完了した60歳以上の人 ９月末発送予定

令和３年12月から令和４年５月までに３回目接種が完了した
59歳以下の人 10月中旬発送予定

ワクチンを受けるには本人の同意が必要です
　ワクチン接種は、感染症予防の効果と副反応のリスクの双方について
理解した上で、本人の意思で接種を判断してください。周りの人に接種
を強制したり、接種を受けていない人に差別的な対応をしたりすること
はあってはなりません。

<グリーンフェスティバルｉｎ観音寺２０２２>
　香川県造園協会西讃支部との共催で、花と緑の普及啓発行事を開催してい
ますが、本年度も新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催を中止します。
問い合わせ先　都市整備課　☎２３−３９１８

オミクロン株対応ワクチンの接種

イベント中止のお知らせ

（９月12日現在の情報です）
新型コロナウイルス関連情報

問い合わせ先
　健康増進課 新型コロナウイルスワクチン接種推進室　☎２３－３９２７　Ⓕ２５－５９００

市役所からのお知らせ

●税金は大切な財源です
　市民の皆さんが納めた税金は、福祉や教育、
環境、防災などの身近なサービスや事業を行う
ための大切な財源です。税金を滞納すると、財
政を圧迫し、住民サービスに支障をきたすだけ
でなく、納期限内に税金を納めている多くの皆
さんとの公平性を欠くことになります。
●滞納整理の取り組み強化
　税負担の公平性や財源の確保を図るため、市
では、県、県内の市町、一部事務組合と連携し、
９月から12月を県税・市町税一斉の「滞納整理
強化期間」と定め、滞納となっている税金につ
いて、財産の差し押さえを中心とした滞納整理
に集中的に取り組みます。
　納期限までに納付していない人には、督促状
や催告書により自主納付をお願いしていますが、
それでも納付がない場合は、法律に基づき預貯
金や給与などの財産調査を行います。その結果、
財産があるにもかかわらず、滞納していること
が分かった場合には、給与や売掛金、預貯金な
どの財産を差し押さえて取り立てます。

　また、特別徴収義務者である事業主が従業員から
徴収した個人住民税（市民税と県民税）を市に納入
せず、滞納している場合には、事業主の財産を差し
押えるなど厳正に対処します。
　市税の納め忘れがないか確認し、納期が過ぎてい
るものがあれば早急に納付をお願いします。
●納付が困難な場合は
　すぐに納付できない特別な事情がある人は、必ず
税務課に相談してください。
●問い合わせ先
　税務課 徴税係　☎２３－３９２２
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～滞納は、見過ごしません絶対に～
９月～12月は「滞納整理強化期間」です
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か
り
井
戸
の
中

に
物
を
落
と
し
て
し
ま
う
こ
と

も
珍
し
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。

　
実
際
に
井
戸
浚
い
を
操
作
し
、

そ
の
仕
組
み
を
体
感
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
ふ
る
さ
と
学
芸
館

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　（
月
曜
休
館
）

　
　
　
　
　
☎
Ⓕ
24

−

８
１
２
３

今
月
の
一
品

「「
井井い

ど

い

ど戸戸
浚浚さ

ら
さ
ら

いい（
ど
ん
ど
ろ
は
ん
）

（
ど
ん
ど
ろ
は
ん
）」」


